
最新ゲームタイトル『AFTERLOST - 消滅都市』に GKE を
活用。開発の自由度とスピード感をアップ

「インターネットを通じて、世界をより良くする。」というミッションを掲げ 2004 年に創業し
たグリー株式会社。世界初のモバイル ソーシャルゲーム『釣り★スタ』を 2007 年に公開して
以降、ゲーム事業をはじめ広告・メディア事業、ライブ エンターテインメント事業の 3 本の柱
を中心にサービスを提供しています。昨年の 6 月にゲーム事業の人気シリーズの 1 つである
『消滅都市』の最新作『AFTERLOST - 消滅都市』が リリースされました。そこでは Google 
Cloud がどのように活用されているのでしょうか。

（利用している Google Cloud サービス）
Google Kubernetes Engine、Cloud SQL など

グループ全体でおよそ 1,700 名のスタッフを抱え、半数の人員がゲーム事

業に従事しているというグリー。中でも人気タイトル『AFTERLOST - 消滅

都市』の開発チームは約  50 名という大規模な構成となっています。その

開発において、新たな挑戦となったのがコンテナ技術の本格活用でした。

なぜコンテナ技術を導入したのか？同社インフラストラクチャ部の堀口真

司さんと Technology Development 部 の小山内幸一さんは次のように

説明します。

「これまで弊社では、我々インフラストラクチャ部が用意した仮想マシンを

開発チームに使ってもらうというかた

ちでゲームの開発を行ってきました。こ

れをコンテナに切り換えることで、開

発チームの自由度上げたいというのが

今回の狙い。従来とは逆に、開発チー

ムが使いたいミドルウェアや OS を準

備してもらい、インフラストラクチャ部

はそれをサポートするというかたちに

したかったのです。」（堀口さん）

「今までは仮想マシンの構成をカスタマイズしたいと思ったとき、その都度

インフラストラクチャ部に相談・申請せねばならず、手間と時間がかかって

しまっていました。コンテナ化すれば、そうした申請が不要で、手早く新し

い技術を試し、上手くいったらそのままデプロイして……ということが可

能になります。エンジニアとしても気になる新技術を試しやすくなるのがう

れしいところですね。」（小山内さん）

そして 2018 年春、コンテナ技術を利用する形で『AFTERLOST - 消滅都

市』の開発がスタートします。さらに今回は、当初利用されていたプラット

フォームのコンテナ オーケストレーション サービスから、Google Kubernetes 

Engine（GKE）への切り換えがおこなわれました。

「切り換えを提案したのはインフラストラクチャ部でした。グリーでは約 2 

年前に別のプロジェクトで GKE を導入したことがあったため、実際の運

用においては馴れている GKE の方が不安が小さかったのです。なにより、

コンテナは移植性に優れているので、いざとなったら元の環境に戻ること

もできます。実はそんな、ややふんわりした気持ちで、2018 年の秋ごろか

ら GKE 上での開発を始めてもらいました」と堀口さんは笑います。

「もちろん技術的にも Google Cloud Platform（GCP）のことは評価して

運用安定性などを考慮し Google Kubernetes Engine を採用
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そこからの開発は極めて順調で、翌  2019 年  1～2 月には本番環境が

ほぼ完成。本番試験、チューニングを経て、同年  6  月に無事サービスイ

ンすることができました。

「開発チームのほとんどのメンバーが  G C P  を初めて使うという中、

チュートリアルやドキュメントがしっかりしていたこともあり、本当に順

調に開発が進んでいきました。また、開発チームメンバーがインフラの

全体像を意識できるようになったという副次的な成果もありました。な

お、開発・運用に際しては、G o o gl e  C l o u d のサポートチームとは密接

なやりとりをさせていただいており、最近では  C loud S panner など、

今後のさらなる使いこなしに向けた勉強会なども開いていただいてい

ます。」（堀口さん）

さらに  G C P を導入したことによって、全世界向けのサービスをシング

ル  リージョンで提供できたことも、大きなメリットだったと堀口さんは

言います。

「 グリー の ゲーム作 品 はグ ロ ーバ ル 展 開 さ れ るも の も 多く 、

『A F T E R LO S T -  消滅都市』も全世界で同時リリースされています。そ

の際、これまではアジア、U S、ヨーロッパの  3  リージョンに環境を持つ

ことが多かったのですが、G C P はネットワークが非常に高速で、東京

リージョンだけで全世界をカバーできることが分かりました。実際、ブ

ラジルなどからも問題なく遊べるレスポンスを実現できています。これ

ができるとサーバー代が単純計算で  3  分の  1  になりますから、コスト

的に非常にありがたいですね。」（堀口さん）

「開発チームとしてもデプロイが  1  度で済むのでとても助かります。」

（小山内さん）

その後も現在に至るまで目立ったトラブルは起きていないという

『A F T ERLO ST -  消滅都市』。この成功を受け、堀口さんは「今後、GCP 

の利用が増えていくのはもはや既定路線でしょう」と言います。

「インフラストラクチャ部としては、今後、ゲーム以外の開発にも  G C P 

を使っていきたいと考えています。具体的にはグループ会社の株式会社  

W r i g h t  F l y e r  L i v e  E n te r t a i n m e n t  でやっているような、プラット

フォーム系のサービスを  GCP でマイクロサービス的に作っていきたい

ですね。また、分析系の部署からは  B igQuer y などを使いたいという

声も上がってきています。」（堀口さん）

「ゲーム以外の用途に拡がっていくのなら、個人的には  Is t io  を使って

みたいです。サービスメッシュはモニタリングの観測点が増えるので、

そのあたりをより効率的なインフラ運用に活用できるのではないかと

期待しています。」（後藤さん）

もちろん、今後のゲーム開発においても  GCP をさらに活用していくの

は間違いないとのこと。特に  C loud Spanner には、多くの可能性を感

じているそうです。

「サーバー  エンジニアとしては、やはり  C loud Spanner が気になりま

す。大規模ゲーム開発で大きな課題になるデーベース関連のやっかい

な問題が解決できるのではないでしょうか。」（小山内さん）

今後は、ゲーム以外のサービスにも GCP 活用を拡げていきたい

おり、例えば GKE と Stackdriver と組み合わせてモニタリングを効率化

できることや、Cloud Shell のようなユーザー フレンドリーな部分は運用

効率を高めてくれるだろうと期待していました。」（後藤さん）

「G K E  はスケールの速度が速いの

で、イベントなどでユーザーが急増す

ることがあっても、こちらから何かを

する必要はありません。従来は運営

側とあらかじめ密接なコミュニケー

ションを取る必要があったのですが、

『AFTERLOST - 消滅都市』ではごく

初期を除き、自由にやってもらってい

ます。」（小山内さん）

「大規模ゲームではデータベースが複数に分かれており、それをまたい

だトランザクション処理が行えません。もちろん解決法はあるのです

が、我々のゲームではその辺りを割り切って、やらない前提で開発をし

てもらっています。それを、Cl o u d S p an n e r  の導入で統合できるので

あれば、もっとアグレッシブな実装もできるようになるでしょう。ユー

ザー間で強いインタラクションを持たせるようになることで、ゲーム性

自体が変わって行く可能性を感じています。」（堀口さん）

（小山内さん）

（後藤さん）
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Google Cloud を活用することで、ビジネスの将来に注力できるようになります。インフラストラクチャの管理やサーバーの
プロビジョニング、ネットワークの構成などに起因する負担を軽減することができます。つまり、イノベーターもプログラ
マーも、自分の本来の仕事に集中することができます。


